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研究成果の概要（和文）：本研究により、英米ロマン主義の環境文学・思想の大西洋を横断した影響関係が、イ
ギリスからアメリカへの一方通行ではなく双方向にあったことが明らかになった。また、ジェンダーも人種も国
境も超越する現在の環境汚染、スコット・スロヴィックのいう「場所性の超越」の文芸史的・歴史的淵源が、英
米ロマン主義の影響関係のせめぎ合いの中にあることが実証され、ロマン主義的環境思想の英米文化における基
盤的役割と、その現代的意義が再確認された。

研究成果の概要（英文）：Through our joint research, we have shown that Romantic environmental 
literature and thought emerged in Britain and the U.S. as a result of their bilateral philosophical 
and literary dialogues, rather than the predominantly unilateral influence of British thought on the
 U.S. Another major finding is that environmental literature identifying today's ambient 
contamination, which continues to spread and transcend all boundaries of gender, race, and 
nationality--what Scott Slovic calls “non-locality”--has its literary and historical origin in 
this lively exchange of Romantic environmental ideas on both sides of the Atlantic. Through our 
project, we have determined that environmental literature and thought in the Romantic age are one of
 the most crucial and essential contributions to English and American culture and to today's world 
in general. 

研究分野： 英文学、環境文学批評, ジェンダー批評

キーワード： 環境文学　環大西洋　トランスアトランティック　エコロジー　英米文学　ロマン主義　アメリカンル
ネサンス　ポストヒューマン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英米ロマン主義の環境文学・思想の相互影響作用に注目するという独創的な視点をとり、個別実証的研究にとど
まらず、環境文学批評史におけるロマン主義の「トランスアトランティック・エコロジー」研究の体系化に先鞭
をつけた本研究は、エコクリティシズムのさらなる発展に貢献する成果をあげた点に、学術的意義がある。さら
に、本科研のホームページでの研究成果の公表、一般向けの講座の開催、本の出版など、現在の環境保護意識向
上に関して啓蒙活動の一環を担った点で、社会的にも重要な意義を持つ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 エコクリティシズムは、その初期段階から現代のエコロジカルな思想の源泉を英米のロマン主

義詩人や作家の作品の中に見出してきたが、イギリスではジョナサン・ベイトやカール・クロー

バー、アメリカではローレンス・ビュエルが、それぞれ英米文学を別個に批評する傾向があった。

そうした傾向に一石を投じたのが、ジェイムズ・マキューシックである。彼の『グリーンライテ

ィング』(２０００)は、ロマン主義の伝統に属する大西洋両岸の書き手たちを取り上げた。２１

世紀に入ると、環境正義の視点からの批評、エコ・コスモポリタニズム重視の方向へ進む批評、

環境の物質性を重視する批評などが登場し、エコクリティシズムはますます興隆している。 

 研究代表者の川津雅江は２００９年にマキューシックの上記著作を小口一郎（研究分担者）と

邦訳出版するとともに、２０１０年度から４年間、小口、植月惠一郎、金津和美、吉川朗子（す

べて研究分担者）を含む８名で、イギリス・ロマン主義時代の環境文学に関する基盤研究 (B)(課

題番号 22320061)に取り組んだ。本研究の着想は、上記科研研究期間中にアメリカ環境文学批評

の日本における第一人者の伊藤詔子（研究協力者）と学術的交流を深める中で得たものである。

すでにマキューシックは、主要なイギリス・ロマン主義詩人の環境意識にアメリカの環境文学が

共鳴していたことを論じていたが、環境思想の影響の範囲はもっと広大で、旅行書、哲学書、宗

教書、教育書、小説、児童書、日記、自伝、自然史作品などのテクストにも見出される可能性が

あるのではないかと考えられた。さらに、１８８６年にベルヌ条約が締結されるまで、英米両国

で互いの国で出版された著作物のリプリント版や縮小版、海賊版が大量に発行されたことや、蒸

気船のようなより安全で速い輸送機関の登場で大西洋をまたいだ人や物品の交流もかなり盛ん

だったことなどから、大西洋をはさんだ環境思想の影響関係はもっと多様であることが推定され

た。こうした環大西洋に注目する文学研究はポール・ジャイルズによって切り拓かれたもので、

近年急速に発展し、研究書が陸続と出版されているが、環境思想の分野についてはまだ発展途上

であった。そこで、長年共同研究してきた５名に、新たにアメリカンルネサンス文学専門家の成

田雅彦（研究分担者）と伊藤を加えた研究グループを組成し、ロマン主義の環境文学・思想の環

大西洋的相互影響作用に注目し、個別実証的研究に留まらず、「トランスアトランティック・エ

コロジー」研究の嚆矢となるべくその体系化を目指すにいたった。 

 
２．研究の目的 
英米文学・文化研究におけるエコクリティシズムは、世界のあらゆる地域で環境についての懸

念が高まった１９９０年代以来飛躍的な発展を遂げ、地球温暖化による大災害や原発事故によ

る核物質汚染などの地球規模の環境問題がより深刻化している現在、その思潮は文学研究を越

境し、多様な知的領域を融合しようとしている。こうした流れを受けて、本研究は「トランス

アトランティック・エコロジー」という新たな概念のもとに、エコロジー思想発祥の元となっ

たイギリス・ロマン主義とアメリカのロマン主義（アメリカンルネサンス）時代の環境文学・

環境思想の環大西洋的相互作用・影響関係を体系的に分析・考究し、現代の環境文学やエコロ

ジー思想に至る史的推移・発展や世界への波及の跡を解明することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）本研究は、４年間の研究期間で国際レベルの成果を出すために、次の三つのサブテーマを

設定し、相互の関連性を明確に意識しつつ、イギリス・ロマン主義とアメリカンルネサンスの環

境文学・思想の交流の現代的意義を探るとともに、環境汚染がジェンダーも人種も国境も超越し

て深刻化した現在において、「トランスアトランティック・エコロジー」研究が果たすことがで

きる役割を検討・模索した。 



①サブテーマ１：環境倫理思想・生命理論の環大西洋的相互作用 

②サブテーマ２：自然地保護思想の環大西洋的相互作用 

③サブテーマ３：英米ロマン主義とポストネイチャー／ポストヒューマン思想 

（２）具体的役割分担としては、研究代表者が全サブテーマを総合的に統括し、各メンバーは

二つのサブテーマを担当し、研究全体の関連性と体系化を常に意識しながら研究を遂行した。

そして各サブテーマ担当者のうち一名が総括責任者として研究成果のとりまとめ、他のメンバ

ーの成果報告・資料提供の責任を負った。担当者以外のメンバーはレヴュアー役として成果報

告の審査を行うとともに、資料分析の協力を行なった。公開研究会・セミナー（計７回）では

研究の成果報告を行い、集中的に議論した。また、竹内勝徳氏、スロヴィック氏、牧野有通氏、

鈴木雅之氏、藤江啓子氏を招聘講師とする講演会や公開セミナーを開催（主催４回、共催２回）

し、研究成果の社会的還元につとめた。 

 
４．研究成果 

（１）平成２７年度は、ロマン主義的菜食主義思想の波及（川津）、ポーの作品における全地球

的な環境恐怖（植月）、現代オセアニア文学と英ロマン主義における物質的自然と芸術家主体の

呼応関係、災害文学としてのジェイムズ・ホッグの作品（金津）、マテリアル・エコクリティシ

ズムの観点からのワーズワス作品解読（小口）、超絶主義者の環境意識とヨーロッパ思想との関

連（成田）、景勝地保護運動における英米の相互影響関係（吉川）、環境と核の場所の文学の関

係、アメリカンルネサンス文学におけるポストヒューマン的自我表象の探索（伊藤）に関して、

学会発表や論文公表した。 

(２) 平成２８年度は、ロマン主義的菜食主義思想とメアリ・シェリー、動物福祉言説とポスト
ヒューマニズム（川津）、ポーの『ウィサヒコンの朝』における「環境恐怖」（植月）、ポスト
ヒューマンの観点からのワーズワス、クレア、ソロー、ヒーニーの詩作品の分析（金津）、ワー
ズワスとソローにおけるポストヒューマン/ポストネイチャー（小口）、エマソンの自然論とド
イツ観念論哲学（成田）、湖水地方の自然地保護運動とナイアガラ保護活動の影響関係（吉川）、
ソローと環境批評の２１世紀的継承、ポーやソローとポストヒューマン・エコクリティシズム（伊
藤）に関して、学会発表や論文公表した。  

（３）平成２９年度は、食と環境問題（川津）、犬や猫と人間社会とのエコロジカルな関わり（植

月）、クレアとソローの比較（金津）、自然の物質性と行為者性（小口）、エマソンと環大西洋

思想（成田）、英国湖水地方における鉄道の発展と環境保護意識の発展との関係（吉川）、ソロ

ー文学の現代的展開と核時代の文学への波及（伊藤）に関して、学会発表や論文公表した。また、

平成３０年３月の公開セミナー「トランスアトランティック・エコロジー―ロマン主義と環境批

評」では、研究メンバー全員が研究発表するとともに、公開セミナーの『予稿集』を発行した。 

（４）最終年度の平成３０年度は、研究の総括として、環大西洋のラディカルたちの田園共和

主義思想とメアリ・ウルストンクラフトのグローバルな環境意識の関連（川津）、イギリスの

捕鯨詩（ウォラーの「サマー諸島の戦い」）とアメリカの捕鯨小説（メルヴィルの『白鯨』）

の影響関係およびエコロジカルな視点の異同（植月）、ジョン・クレアとヘンリー・デイビッ

ト・ソローの自然史的作品の比較とロマン主義エコロジー（金津）、１９世紀環大西洋環境文

学のポストヒューマン的展開と、「人新世」意識の萌芽（小口）、環大西洋思想の文脈におけ

るエマソンの自然観創造と歴史意識の超克（成田）、交通革命に伴う風景観光の発展と英米ロ

マン主義作家の再評価、環境保護意識の高まり（吉川）、ソロー文学における英文学のアメリ

カ的展開とトランスアトランティック的エコロジー思想形成過程（伊藤）について考察し、研



究成果の一部を学会発表や論文公表した。また、本科研の研究成果の総括を海外の研究者にも

発信するために、下記和文研究書に所収する論文の概要的英語論文を所収した「研究成果報告

書」の冊子を平成３０年３月３１日に発行した。 

（５）本科研の最終的な研究成果のとりまとめとして、研究書『トランスアトランティック・

エコロジー―環境文学を読み直す』（彩流社、２０１９年１０月）を刊行する予定である。 
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